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今月の畜産物市況 
牛枝肉・豚枝肉・鶏卵・食鶏 

牛枝肉 

当分強もち合い 

 正月以降、大阪中央卸売市場における牛の入荷量は、１日平均 300 頭、寒さも手伝ってヌキ平均価格 392

円と、順調に取り引きされてきている。 

 生産地は、近年急速な農機具の導入の影響をうけて、飼育頭数が減少し、このため素畜の値段は大巾に吊り

上がり、肥育の採算われを生ずる等、供給不足の状態が続いている。３月から４月にかけては、年度換りの行

事も多く、消費も活発になってくるが、輸入肉、豚肉等と競合することから、３月も大巾な高値は望めないが、

強もち合いが続くだろう。 

 

豚枝肉 

弱気続く 

 昨年９月以降、ジリ安歩調で年が明け、１～２月は大阪中央卸売市場、枝肉中値平均価格 kg当り 320円と、

安値のまま横バイを続けている。 

 農林省の肉豚生産状況調査でも、３月は前年同月比で 25％増の出荷が予想されており、大口加工筋の手当

て買いもあまり多くは望めないので、弱持ち合いが続くものと考えられるが、300 円台を割るようなこともあ

るまい。ただ、牛肉の高値続きから消費筋が豚肉に移ること、寒さが続けば需要が伸びる等、今後の相場の鍵

となろう。 

 

鶏 卵 

上向くか 

 正月以降、低迷を続けている鶏卵相場も、２月下旬から一部にマヨネーズ工場の加工買付けがあって、次第

に活気をとりもどしている。 

 昨年の秋ビナの餌付け羽数は 38年の 20％減と言われているが、一昨年の数が多かった関係上、例年並と考

えられ、各県とも産地では企業養鶏などによる規模拡大が進んでいることから、飼養羽数の極端な減少は考え

られず、また、３月からは産卵の向上もあるので、３月上旬からマヨネーズ加工用の手当て買いが始まるが、

大巾な上伸は望めず、全販連大阪支所一級高値 kg当り 170円を前後するものと予想される。 

 

食 鶏 

好  調 

 ２月から３月にかけては、例年不需要期のため相場は低迷する時期である。しかし、定着した需要がついて

きたので、昨年のような安値もなく、見通しは明るいと思われる。 

 入荷量もいまのところ、そう増える予定もなく、順調に推移ししよう。 

 


